
宇治市都市計画マスタープランの役割

実現すべき都市の将来像を明確にする

市民と行政の協働を積極的に推進する

都市づくりを進めるための指針となる

都市計画の決定･変更の指針となる

市民の合意に基づく都市計画を進めるため、様々な地域特性を踏まえ市民の意見をいかしながら、

将来のまちの姿や都市づくりの方針を「実現すべき都市の将来像」として明確にします。

マスタープランは、今後展開していく様々な都市計画の基礎となります。したがって、土地利用や道路、

上下水道、公園などの都市施設に関する都市計画が決定・変更されるときの指針となります。

マスタープランで示す将来像に基づき、土地利用や都市施設などに係る各種都市計画の整合性を

図るための指針となります。

市民と行政の協働を積極的に推進するため、可能な限り情報を提供するとともに、市民のまちづくり

活動を支援します。

マスタ－プランは、概ね20年後の宇治市を展望するため、
目標年次を、2042（令和24）年としています。
まちの将来像について一緒に考えていきましょう。



都市づくりの基本目標

宇治らしさを活かした選ばれる都市づくり宇治らしさを活かした選ばれる都市づくり

住環境や都市施設をはじめとするすべての都市づくりに、ユニバーサルデザインの考えを取り入れ、市民一人
ひとりが快適に住み、働くことができる都市づくりを進めます。
① 生活利便性の維持向上による質の高い都市づくりをめざします
② 地球環境の持続性に配慮した都市づくりをめざします
③ 人にやさしく快適な住環境・都市施設を整備します
④ 産業の育成による個性ある都市づくりをめざします

多様な住まい方・働き方を支える都市づくり多様な住まい方・働き方を支える都市づくり

災害リスクの情報を共有したうえで防災・減災対策を実施し、多様な災害リスクと共存しながら安全・安心して
住み続けられる都市づくりをめざします。
① 安全・安心して住み続けられる都市づくりをめざします
② リスク対応型の都市づくりをめざします

都市機能の充実した地域から自然が豊かな地域までそれぞれの個性を活かした上で、相互に補完し合いなが
ら、今あるネットワークや資源を有効に共有し、文化・歴史・風土などの地域特性を踏まえた都市づくりをめざし
ます。
① 各地域が連携・補完し、まちの資源を共有できる都市づくりをめざします
② 人にやさしく、環境にやさしい交通体系を実現します
③ 歩くことが楽しくなる都市づくりをめざします

総合的に災害リスクに対応できる都市づくり総合的に災害リスクに対応できる都市づくり

地域と地域が相互に連携し支え合う都市づくり地域と地域が相互に連携し支え合う都市づくり

・成⾧型社会から成熟型社会へ、拡大から質の向上を目指す
・変化に適応できる都市計画プロセス
・パートナーシップ（市・市民・事業者）による都市づくり

 

これからの視点これからの視点

都市づくりの基本理念に照らしながら、これからの都市計画の視点
をもとに、本市の現況や動向、時代の潮流を見据え、今後の都市
づくりを進めます。その基本目標として次の４つを定めます。都市づくりの基本目標都市づくりの基本目標

豊かな自然環境や歴史的資産など宇治らしさを活かしたまちづくりを進め、住みたい、住みたくなるまちを目指す。
また、まちのにぎわいや人の交流の促進など、人口減少社会に対応した魅力あるまちにつながる都市づくりを進め
ます。
① 快適に暮らせる市街地を形成し、豊かな自然を保全し、身近なみどりを守ります
② 歴史・文化が調和した良好なまちの景観づくりに努めます
③ 文化・歴史や茶業など、資源を活用した個性ある都市づくりをめざします



将来的な都市の骨格
①環境負荷の小さい鉄道網を強化します。
②バランスのとれた道路の幹線網を確立します。
③宇治に住む誇りと愛着を育む都市景観を形成し、世界遺産および宇治橋周辺を
まちのシンボルとして、悠久の歴史を語り継ぎます。
④水とみどりのネットワ－クを形成します。
⑤都市防災の充実を図ります。
⑥活力ある都市を目指す新たな取組を行います。

将来都市構造図



全体構想（部門別方針①）



全体構想（部門別方針②）


